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「改正労働安全衛生法の概要と
リスクアセスメントの進め方」

テクノヒル株式会社
厚生労働省ラベル・SDS活用推進事業

訪問指導員大滝俊武

中小企業診断士

東塗協第5ブロック



＜指針による努力義務＞

1 .労働災害発生時

※過去のリスクアセスメント（RA）に問題があるとき

2.過去のRA実施以降、機械設備などの経年劣化、労働者の知識経験などリスクの状況
に変化があったとき

3.過去にRAを実施したことがないとき

※施行日前から取り扱っている物質を、施行日前と同様の作業方法で取り扱う場合
で、過去にRAを実施したことがない、または実施結果が確認できない場合
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コントロール・バンディングを用いた方法
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簡易なリスクアセスメント手法の一つで、ILO（国際労働機関）が、開発途上国
の中小企業を対象に、有害性のある化学物質から労働者の健康を守るために、簡単
で実用的なリスクアセスメント手法を取り入れて開発した化学物質の管理手法であ

る。
厚生労働省のホームページ「職場のあんぜんサイト」で、支援システムを提供して

いる。
サイト上で必要な情報を入力すると、リスクレベルと、それに応じた実施すべき対

策と参考となる対策シートが得られる。
対策シートはリスク低減措置の検討の参考となり、換気設備、保護具などの必要

性について検討し、より詳細なリスクアセスメントに向けたスクリーニングとして

も使用することが可能である。

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/



ＧＨＳ有害性分類と区分

A

・皮膚刺激性、眼刺激性 区分２

・特定標的臓器（単回暴露） 区分３

・吸引性呼吸器有害性 区分１、２

・グループに分類されない、その他の粉体と液体 －

B
・急性毒性 区分４

・特定標的臓器（単回暴露） 区分２

Ｃ

・急性毒性 区分３

・皮膚腐食性、眼に対する重篤な損傷性、皮膚感作性 区分１

・特定標的臓器（単回暴露） 区分１

・特定標的臓器（反復暴露） 区分２

D

・急性毒性 区分１，２

・発ガン性 区分２

・生殖毒性 区分１，２

・特定標的臓器（反復暴露） 区分１

E

・生殖細胞変異原性 区分１，２

・発ガン性 区分１

・呼吸器感作性 区分１

有害性
ランク

コントロールバンディングの有害性ﾗﾝｸの分類
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S

・急性毒性（経皮、蒸気、気体、粉じん、ミスト） 区分１～４

・呼吸器感作性 区分１

・皮膚腐食性・刺激性・感作性、眼に対する損傷性・刺激性 区分１，2

・特定標的臓器（呼吸器系、経皮吸収） 区分１，２

低

高

保護具の
使用が有
効な分類

＋



コントロールバンディングの演習
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リスクアセスメン
ト支援システム

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/
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液体または紛体

鉱物性粉じん
または金属粉じん

開始

マニュアル

リスクアセスメントの流れ



流れ
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Step1:リスクアセスメントを行う作業を選ぶ

Step2:作業条件を入力する

化学物質の有害性
GHS分類区分⇒ランク

SDSから

化学物質の
揮発性・飛散性

物性・形状・温度⇒ランク
SDSから

化学物質の
取扱量⇒ランク

１回・１日あたりの使用量

リスクレベル
推定

Step3:化学物質のランク
及びリスクレベルの表示

Step4:作業のリスクレベ
ルと対策シートの表示

対策シート

作業内容・リスクレベル
に応じて



Step1 基本データ入力

Copyright © Ohtaki Toshitake 2019  All right reserved 9

入力ガイド

選択
選択項目は尐ない

入力ガイド



第２ステップ 化学品・作業内容
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640物質の分類
JIS Z 7252

作業内容



Step3 確認
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Step4 結果

Copyright © Ohtaki Toshitake 2019  All right reserved 12

をクリッ
クするとレ
ポートをダウ
ンロードでき
る



対策シート PDFで提供
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対策シート R100

呼吸用保護具の選び方と使い方



酢酸エチル SDS
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酢酢酸エチル
健康に対する有害性
急性毒性（吸入：蒸気） - 区分4 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 - 区
分2

特定標的臓器毒性（単回暴露） - 区分3

酢酸エチル
健康に対する有害性
急性毒性（吸入：蒸気） - 区分4 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 - 区
分2

特定標的臓器毒性（単回暴露） - 区分3

酢酸エチル
健康に対する有害性
急性毒性（吸入：蒸気） - 区分4 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 - 区
分2

酢酸エチル

健康に対する有害性

急性毒性（吸入：蒸気） - 区分4 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 - 区分2

特定標的臓器毒性（単回暴露） - 区分3



酢酸エチル リスクアセスメント実施レポート
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酢酸エチル リスクアセスメント実施レポート
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レポート SK100
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レポート R100
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特に危険有害な物質とされている特別規則の物質以外でも、使用量や使用法に
よっては労働者の安全や健康に害を及ぼすおそれがあり、対策を強化すること
が必要である

（胆管がん事案の原因物質は、発生時、特別規則の対象外であった）

リスクアセスメントの義務化

 リスクアセスメントは化学物質等の持つ危険有害性を特定し、労働者への危険
または健康障害を生じるおそれの程度を見積り、リスク低減措置を検討する
（該当する場合には危険性と有害性の両面で）

 義務対象の化学物質等を製造・取り扱うすべての事業場が対象である（規模・
業種の限定なし）

 義務対象以外の危険有害性を有する化学物質等は努力義務

 リスクアセスメントの結果に基づき、労働安全衛生法令の措置を講じる義務が
あるほか、労働者の危険又は健康障害を防止するために必要な措置を講じるこ
とが努力義務となる

 施行時期：平成28年６月１日：（＊平成３０年７月１日から673物質）

一定の危険有害性が確認された物質（別表９収載物質）*について
リスクアセスメントを義務化

19
Copyright © Ohtaki Toshitake 2019  All right reserved

reserved



労働者の安全と衛生に関わる主な法律

毒物及び劇物取締法（昭和25年）

労働安全衛生法（昭和47年）

労働安全衛生法施行令

労働安全衛生規則

有機溶剤中毒予防規則

特定化学物質障害予防規則

鉛中毒予防規則

四アルキル鉛中毒予防規則

ー

作業環境測定法

作業環境測定法施行令

作業環境測定法施行規則

じん肺法

じん肺法施行規則

目的：労働者の安全と健康の確保、
快適職場の形成
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有機則
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有機則 有機溶剤とは
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有機則 有機溶剤の種類と区分
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有機則 使用する有機溶剤等の危険有害性
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有機則 作業主任者の選任
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有機則 掲示と保管
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有機則 健康診断
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特化則 改正(2014年11月) 健康診断
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